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　今年の NHK の大河ドラマは、東
北の被災地が元気になるよう選ばれ
た福島（会津）出身の幕末維新期に活
躍した女性、「新島八重」を主人公に
した物語です。今日は八重をはじめ、
幕末維新期を生き抜いた会津の3人
の女性のお話をしたいと思います。
　幕末の会津藩は藩校日新館を持つ
教育藩で、儒教に基づく教えは入学
前の藩士子弟の「什

じゅう

の掟」をはじめ
として地域の中で培われ、結束力の
固い会津魂となって武士でない女性
にまで広がっていきました。

 会津若松城の戦いのなかで

　藩主松平容保は京都守護職として
徳川幕府のために務めていました
が、慶応4年（1868）1月3日から始
まった鳥羽・伏見の戦いに敗れ、朝
敵として官軍に討伐される立場に
なりました。会津若松城の戦い（慶
応4年8月23日～明治元年9月22
日）で八重（24歳）は籠城戦の中で兄
から学んだ砲術を生かし、ゲベール

た。明治23年（1890）夫の襄が亡く
なった年には日本赤十字社正社員と
なり、日清戦争、日露戦争の時、篤
志看護婦として従軍します。まだ男
社会であった茶道の裏千家に入門し、
宗竹という茶号も授与されています。
昭和3年（1928）松平容保の孫、勢津
子が秩父宮に入輿、八重は1等（切
符白）2等（青）でなく3等車（景気の
いい赤）でお祝いのため上京したと
いう逸話が残っています。昭和7年

（1932）、88歳で死去しました。
　山川さき（後の大山捨松）は明治4
年（1871）、12歳で開拓使募集の女
子留学生として渡米しました。その
時に母親は「捨てるつもりで待つ」
という意味を込めて、名を捨松に
改名させました。明治15年（1882）、
23歳で帰国しました。翌年24歳の
時、陸軍卿・大山巌（42歳）からプロ
ポーズを受けましたが、巌は会津戦
争の時、砲兵隊長を務めた男で義姉
トセの仇敵。家族は大反対でしたが
西郷隆盛の弟・従道の説得を受け結

銃を持って夜襲隊に加わっていまし
た。家族とともに城に入った山川さ
き（9歳）は城内に着弾した不発弾の
処理など危険な作業をしていました。
城外では瓜生岩（40歳）が敵味方の
区別なく救護活動を行っていました。
　この戦いの中で、足手まといとな
らぬように家老の母・西郷律子のよ
うに家族・親族とともに自害したり、
娘子隊に参加して戦死した中野竹子
や神保雪子、城内で被弾負傷し、山
川トセのように死亡した多くの女性
たちがいました。彼女たち238名の
氏名は会津善龍寺にある「奈

な

與
よ

竹
た け

の
碑」に刻まれています。

 ３人の女性のその後の生き方

　山本八重（後の新島八重）は明治4
年（1871）京都府顧問となっていた
兄・覚馬を頼り家族とともに京都に
上京しました。同志社創設者新島襄
と知り合い（覚馬の家で井戸の上に
板戸を敷いて縫物をしている八重を
見た）明治9年（1876）に結婚しまし
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婚しました。後に「私が注意深く積
み上げていた大砲の弾を打った敵軍
の1人と結婚することになろうとは
夢にも思いませんでした」と回想し
ています。結婚後、完成したばかり
の鹿鳴館の舞踏会に参加し、「鹿鳴
館の花」と呼ばれていました。留学
仲間の津田梅子が設立した女子英学
塾（後の津田塾大学）の理事、篤志看
護婦人会理事として活躍しています。
大正8年（1919）、60歳で死去しま
した。

　瓜生岩は明治2年（1869）に敵味
方の区別なく戦死者の1周忌法要を
営みました。喜多方町において病
人・貧困者・孤児の救済にあたる施
設を設立し、堕胎禁止運動も展開し
ます。明治24年（1891）東京市養育
院長渋沢栄一に招かれ、3月から10
月まで幼童世話掛長として指導しま
した。6月には捨松の姉の山川操女
官の介添えで皇后陛下に拝謁しまし
た。明治30年（1897）、69歳で死去
しました。明治34年（1901）に浅草

公園に銅像が建ちました。なぜ浅草
に銅像が建ったのでしょうか。それ
は浅草寺境内にあった鳩豆売り小屋
が景観美化のため取り壊す話が持ち
上がった時、岩が鳩豆売りのおばさ
んの生活を守るよう進言した縁によ
るものだということです。
　戦争という悲惨な地獄を乗り越え
て、三人三様、後半生を立派に生き
抜きました。
【記録】文 :広報部会・佐藤美代子

写真 :同・佐藤幸彦　　　

第 13 回定期総会開催

より充実した事業・活動の推進！　新役員を選出
　江戸東京博物館友の会の平成25
年度定期総会は、平成25年5月24
日（金）、江戸東京博物館1階ホール
において開催されました。
　今年は、恒例の記念講演会が、午
後2時から総会に先立って行われま
した。「幕末維新期を生き抜いた女
性たち」と題して、江戸東京博物館
竹内誠館長が、新島八重をはじめと
する会津の3女性について、独特の
ユーモアを交えながら講演され、多
くの聴衆を魅了しました。
　定期総会は友の会松原良会長の挨
拶に続き、来賓の江戸博小林淳一副
館長、各務豊管理課長が紹介され、代
表して小林淳一副館長より祝辞を戴
きました。
　続いて議長団が選出され、議長よ
り本日の出席者237人、委任状提出
者633人、合計870人で年度末会員
1,556人の3分の1の定足数を満た
し、本総会が成立している旨の報告
がありました。
　上程された議案、第1号議案「平
成24年度事業報告ならびに収支決
算報告について」、第2号議案「平
成25年度事業計画案ならびに事業
予算案について」、第3号議案「江戸
東京博物館友の会規約の改訂につい

て」は、いくつかの質疑の後、提案
通り承認されました。
　今年は例年になく、建設的な意見
が寄せられ、たとえば、「活動される
方はボランティアではあっても、必
要な費用については支払われるべき
ではないか」との質問には、「あくま
でボランティアを前提に、必要な経
費は負担する方向に切り替えつつあ
り、今後もさらに前向きに検討して
いきたい」、また議題以外の会の運営
全般については、「会費の数年まとめ
払い、回数券などの制度は出来ない
か」との質問があり、「会計年度の関
係、事務処理の煩雑さ等により難し
いが、よく参加する人に対する割引
やポイントなどは今後検討したい」
など、活発な意見交換がありました。
　最後に第4号議案「役員および監
事の選任について」は再任、新任の
役員13人、監事2人が満場一致で承
認され、新会長に就任した畠中勇さ
んより選任された役員および監事が
紹介されました。
　総会終了後は江戸東京博物館7階
の「桜茶寮」において、会員相互の親
睦をはかる会員交流会が行われ、竹
内館長も出席されて、和やかな雰囲
気のうちにお開きとなりました。

【取材】　　　　
文：広報部会・

岡本　脩
写真：同・　　

佐藤幸彦

新会長挨拶
畠中　勇

　私は、平成10年、竹
内館長が江戸博の館長

になられて半年ぐらいあと、東京都
歴史文化財団の専務理事として、４
年間江戸博担当を務めて参りました。
退職後すぐ友の会会員になり、平成
17年から４年間、友の会の監事を
させていただきました。その後は一
会員として、気軽に友の会事業に参
加し、江戸のさまざまなお話や、見
学会を楽しんでおりました。このよ
うな私にとって、会長の役割は、正
直に言って思いがけないもので、大
変な役を仰せつかったと肝に銘じて
いるところです。
　友の会は発足以来13年目に入り、
この間に積み上げられた実績はすば
らしいものがあります。
　それは全国的にも珍しく、会員が
主体となって、館のご協力の下、す
べての事業の実施、組織の維持など
の運営が行われていることです。
　私はこの素晴らしい友の会の伝統
を引き継ぎ、事業の充実、館との連
携の強化、会員数の維持・増加など
皆様のご期待に応えるよう努力して
いく考えです。
　今後とも会員各位、並びに江戸東
京博物館の皆様の一層のご協力、ご
支援をよろしくお願いいたします。

▶
新
役
員
の
紹
介



◆･このコラムは江戸東京博物館のいろいろ
な職務の方々に執筆をお願いしています。
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　5月21日（火）から7月15日（月・祝）
まで開催の「江戸絵画の奇跡」の特
別観覧会が5月31日17時から開催
されました。観覧に先立って展示企
画係の岡塚係長による簡単なガイダ
ンスを受けた後、順次会場に入場し
ました。
　1972 年にロバート・ファイン
バーグは、たまたま入手したわずか
２ドルの南蛮屏風展のポスターを
きっかけに、すっかり江戸時代の絵
画に魅了され、以後40年余で膨大
な数の絵画を集めました。彼が求め
たものは、西洋美術とは異なるもの、
つまり日本の四季や自然、日常生活
が描かれた絵であり、自然主義的な
花鳥画でした。

　会場は「第１章　琳派」から展示さ
れており、入場してすぐ目を引く酒
井抱

ほ う

一
い つ

の「十二ヶ月花鳥図」の美し
さにしばし見とれました。１月から
12月までの月ごとの作品がきれい
に描かれており、どの作品も気品に
あふれ見事という他ありません。す
ぐお隣には図録の表紙を飾っている
鈴木其

き

一
い つ

の「群
ぐ ん

鶴
か く

図屏風」が展示さ
れていました。このような鶴の絵は
琳派の画家たちに描き継がれている
ようですが、若き其一が光琳の描き
方に倣いつつ自由にアレンジした様
子がうかがえます。 
　「第2章　文人画」へ進むと大きな
池

いけの

大
た い

雅
が

の「孟
も う

嘉
か

落
ら く

帽
ぼ う

・東
と う

坡
ば

戴
た い

笠
りゅう

図
屏風」です。全部で70点近くの展示
作品の中で最も大きな絵ではないで
しょうか。中国の故事、帽子や笠に
まつわる絵がのびのびと描かれてお
り、見ているうちに和やかな気持ち
になりました。
　次に、写生と装飾の融合といわれ
る「第３章　円山四条派」コーナー
です。ここでは円山応挙の「鯉

こ い

亀
か め

図
風

ふ

炉
ろ

先屏風」と森狙
そ

仙
せ ん

の「滝に松
しょう

樹
じ ゅ

遊
ゆ う

猿
え ん

図」に心が動かされました。前
者の水、特に水面の透明感と全体の
清涼感には驚きました。後者の絵は、
一番上にいるボス猿とその動きを注
視している他の４匹、特に一番下の
枝から見上げている子猿がやわらか
な筆づかいで描かれており、見る人

の心を和ませます。また、右遠方に
うっすらと描かれている滝が絵全体
に深みと大きな広がりを作り出して
いる、と感じました。 
　次に、保守よりも革新、停滞より
も前進、常識的な判断よりも大胆な
発想、そして従来誰も試みなかった
型破りな造形というものを積極的に
歓迎した「第４章　奇想派」です。
群
ぐ ん

鶏
け い

図で有名な伊藤若
じゃく

冲
ちゅう

の「松
ま つ

図」
は斜めに横切る松の幹と右上から左
下にからむように伸びる枝の大胆な
構図がまさに型破りで、太いタッチ
の墨色に若冲の生命力を感じました。
この作品を描いたのは81歳ごろだ
そうです。
　最後は「第５章　浮世絵」で、数多
くある中、歌川豊春の「春景遊宴図
屏風」に目を奪われました。春のた
ゆとうような明るさの中、今にも動
き出しそうな女性たちの立ち姿、そ
して襖の向こうまで広がる遠近感に
です。会場を出ると図録を求め、早
速この絵の頁を開きました。残念な
がら、まるで別の絵でした。印刷さ
れると、どうしても平面的になって
しまい、あの立体感はまるでなくな
るようです。会期はあまり残ってい
ませんが、やはり本物を見るべきだ
と感じました。

参加者107人。

【取材】文・写真：広報部会・福島信一

江戸東京博物館友の会特別観覧会
（平成25年５月31日）

江戸東京博物館開館 20 周年記念特別展

「ファインバーグ・コレクション展 

江戸絵画の奇跡」

　毎年５月頃、ほんのり花の香りが
ただよう。その正体は、狭いベラン
ダにいつの間にか増えている 長

ちょう

生
せ い

蘭
ら ん

。薬用として使われた歴史から「長
生～」と名乗りもめでたい、デンド
ロビウムの仲間のランである。洋ラ
ンのように花を主役にしたいところ
だが、目の前にちまちまと整列する
鉢の目的はそこになく、あくまでも
葉の形や葉の模様、長生蘭の場合は
茎（矢）の色、鉢をも含めた全体のバ
ランスを見るという、入口は狭そう

だが、一度はまったら大変かつ楽し
そうな世界である。いくつか違う品
種を並べると、ようやく葉が丸いと
か、斑

ふ

があるとかないとかの違いが
見えてくる（ような気がする）。
　長生蘭の隣には初夏の日射しに胞

ほ う

子
し

嚢
の う

が黄金にきらめく松
ま つ

葉
ば

蘭
ら ん

。もこ
もことした新緑がうつくしい岩

い わ

檜
ひ ば

葉
は

。
いずれもシダ植物だが、品種によっ
ては「龍」「獅子」「麒麟」など名前
も勇ましく、江戸時代の人たちの想
像力というか何というか、花もつけ

ない緑色のかたまりに何を見たのだ
ろうかと驚くばかり。名前は植物が
持つ特徴＝芸を表すが、芸を引き出
して完成させるのには五年、十年単
位での付き合いが当たり前とのこと。
　ゆったりした時間の存在を思いつ
つ、間近に迫った特別展＜花開く 江
戸の園芸＞の準備に追いかけられる
今日この頃である。

「ベランダで園芸」 都市歴史研究室　　　田　中　実　穂
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　風薫るゴールデンウィークが今日
から始まりますが、その気持ちの良
い一日に「草葉の陰から～」という
テーマの本セミナーにおいでいただ
いて本当に良かったのでしょうか

（笑）。本日は、お墓の話をお聞きい
ただきたいと思います。
「墓」をめぐる昨今の変化
　山谷えり子氏は、生活情報紙『サン
ケイリビング』に掲載した「妻たち
の反乱」という記事の中で、読者ア
ンケートの結果「夫の家の先祖代々
の墓に入るのは嫌だ」と答えた女性
は約7割もあったと紹介し大きな反
響を呼びました。その理由は様々で
すが、男性が自らの家の代々の墓に
入ると答えたのに比べ女性はかなり
の比率でそれを拒否するという結果
になり、従来のように「先祖代々の
墓」を継承することが難しくなって
いるようです。
　また、一方で墓を守っていこうと
考えても、出生率の低下、離婚率の
上昇、晩婚化、非婚化などで簡単で
はなくなってきています。こうした
中、墓そのものを作らない散骨や花
壇の区画を買う感覚の樹木葬墓地な
ど、継承していく家族がないことを
前提とした墓もさまざまな形で登場
しています。このように、お墓をめ
ぐる近年の動きの根底にあるものは
伝統的な「家

い え

墓
は か

」「先祖代々之墓」が
揺らいでいるという事実であるよう
に思われます。さて、それではそも
そもこの「家墓」「先祖代々之墓」は
日本古来の伝統的な墓制だったので
しょうか。こうした観点から江戸と
いう巨大都市のお墓について見てい
きたいと思います。
「墓標なき墓地の光景」
� ～日用層の墓地問題
　私が都市の墓に関心を持つきっか
けとなった黄檗宗円応寺墓地の発掘
調査では、明らかに性格の異なる二
つの墓域が存在していました。一つ

は墓道に沿って整然と並んだ旗本ク
ラスの武士層を含む墓域、もう一つ
は調査担当者が当時の様子を「早桶
の小山のような状況」と表現した

「墓標なき墓地」です。二つの墓域
の間に被葬者の身分差、経済格差が
存在しているばかりではなく、後者
が永続的な供養の場としての役割を
当初から期待されていないと解釈せ
ざるをえない程の状況に驚かされま
した。また、黄檗派寺院万祥寺には
過去帳が残っていて、本来の檀家で
はない人々や周辺の武家屋敷に雇用
されている下層の奉公人達、さらに

「日
ひ

用
よ う

層
そ う

」と呼ばれる人々が埋葬され
ていたことが判明しました。「日用
層」とは武家方の奉公人や幕府諸役
所で使われる人足、魚市場や青物市
場の軽子、町方で使役される下男・
下女ら、いわゆる「荒働き」に従事
する単身の労働力販売層をいいます。
この「日用層」の死体処理システム
とはどんなものだったのでしょうか。
資料によると、江戸社会では「日用
層」の人々は、死去すると人

ひ と

宿
や ど

・請
人に引取られ、その旦那寺に「投げ
込み」という処理をされていたので
す。ともあれ、円応寺墓域の一部は

「日用層」のための投げ込みスペース
であったと結論付けることができま
した。
「裏店層」の墓地問題
� ～発き捨てられる遺骨
　それでは次に都市江戸の民衆世界
の主役である「裏

う ら

店
だ な

層」の人々、八っ
つぁん、熊さんたちの埋葬事情に注
目してみましょう。かれらと「日用
層」との違いは、原則として家族を
持ち、人別帳に登録されていて、し
たがって檀那寺を持っているという
点にあります。江戸の寺院墓地は江
戸時代の中期以降、墓地不足に悩ん
でいました。当時の墓は原則として
家墓ではなく個人墓で、檀家が亡く
なる度に新たな墓石が建てられます。

一部の大寺院を除くと墓地空間はそ
れほど大きくありませんから必然的
に新たな埋葬場所に困るわけです。
そこで問題となるのが無縁化した墓
をどうするかということです。
　松平定信の家臣水野為長が記した
定信への報告記録『よしの冊子』に
は、長谷川平蔵にまつわる逸話が残
されています。平蔵は人足寄場の基
礎工事に当たって、江戸市中の寺院
に放置されていた無縁墓の墓石を集
め、これをリサイクル利用していた
ということです。３年間、つけ届け
が途絶えたら「無縁墓」として「発

あ ば

き捨て」となり、墓地不足に悩む寺
院が短いサイクルで発き返していた
という事実が、ここでも浮き彫りに
なってきたといえます。
墓を考える～江戸が照射する現代
　今、当たり前の前提と考えられて
いる「○○家之墓」「先祖代々之墓」
などのいわゆる家墓が庶民レベルま
で広がったのは明治時代後半以降の
ことです。それは火葬が普及したこ
とと、カロート（墓石の下に設けた遺
骨を納める石室）といわれる施設の
一般化で追葬が簡便になったためと
いわれています。これに旧民法によ
り、祭祀財産を家長が継承すると規
定されたことが加わりました。家族
の変容・解体が進む中で、今墓をめ
ぐるさまざまな動向が生じています。
都市江戸の墓制を考察した結果から
一つ言えることは、墓は歴史社会の
中できわめて多様な形をとって存在
していたこと、そして歴史的に大き
な変化を遂げてきたということです。
　江戸研究は失われた別世界へのノ
スタルジーに浸るためのものではな
く、現代的な関心をもって覗き込ん
で見るとさまざまな情報やヒントを
無限に用意してくれているものと思
えてなりません。

参加者138人
【記録】文・写真：広報部会・五十島正修

第 128 回　江戸東京博物館友の会セミナー（平成 25 年４月 30 日）

「草葉の陰から江戸を見る」
講師　西木浩一さん（東京都公文書館　史料編さん係長）
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儀式における殿席と官位
　江戸城本丸は表・中奥（正しくは
奥）・大奥に分かれており、このうち
表が政治・儀礼空間です。行事・儀
式の行われる場所は３カ所あり、奥
に近い側から黒書院・白書院・大広
間となっています。登城した大名が
将軍にお目見えするときの格式は、
殿席と官位で表されます。『大名武
鑑』を見ますと、名前の後に殿席・官
位・任命年月が書かれています。お
目見えの順番は官位の高い順で、同
じ官位の場合は任命順になるからで
す。これにより行事の時にどの場所
でどの位置に座るかが決められます。
　殿席とは、儀式に参加する際の控
えの間です。天保６年（1835）の資料
で大名家266家の殿席別内訳を見
ると、大廊下10・溜之間９・大広間
29・帝鑑之間 63・柳之間 79・雁
之間43・菊之間33となっています。
次に殿席の位置と将軍家との関係を
見ていきますと、奥に近い方から、溜
之間・雁之間・菊之間・帝鑑之間ま
では譜代大名の席です。大廊下は最
も格が高く、御三家や加賀前田家な
どが詰めます。玄関に近い柳之間・
大広間は外様大名の席です。将軍の
生活空間に近い場所が譜代大名の席
であり、将軍の信頼度を物語ります。
　次に重要なのは官位です。律令制
の官位名の一部を武家官位としたも
ので、有名無実化しておりますが、武
家を序列化するために利用されるよ
うになります。まず将軍は就任時に
内大臣に任命されます。大名に与え
られる官職はそれより下で、上から
順に大納言・中納言・参議・中将・
少将・侍従・四

し

品
ほ ん

（従四位下）・諸
し ょ

大
だ い

夫
ふ

（従五位下）となっています。
　次に大名の殿席と官位との関係を
見ていきます。将軍とのお目見えの
時、四品以上は独礼（個々に対面）、従
五位下以下は立礼（集団で対面）と大
きくランクが異なっています。大廊
下・溜之間・大広間は全員が四品以
上で格の高い大名、帝鑑之間・柳之
間・雁之間・菊之間は大部分が従五

位下で格の低い大名ということにな
ります。
儀式はどう行われたか
　将軍にお目見えする儀式や行事に
どういうものがあるか、主なものを
見ていきます。まず年始がありま
す。八

は っ

朔
さ く

（8月1日）は家康が関東に
入国した日です。五節句には七草・
上巳・端午・七夕・重陽があります。
さらに月

つ き

次
な み

は月毎に行われるお目見
えです。これらの行事では、大名の
殿席ごとにお目見えする場所（礼席）
が異なっています。
　この中で最も重要なのが年始のお
目見えです。なぜかというと、年始
の場合は官位によって衣装が異なっ
ているからです。まず、直

ひ た

垂
た れ

は将軍
家と侍従以上、狩

か り

衣
ぎ ぬ

は四品が着ます。
こちらは独礼ができます。次に、大

だ い

紋
も ん

は諸大夫、布
ほ

衣
い

は官位が布衣の人、
素

す

袍
お う

は一般的な平
へ い

士
し

が着ます。こち
らは立礼しかできません。こうした
違いが一目瞭然です。他の行事の場

合はほとんどが長
な が

上
か み

下
し も

です。
　それでは具体的にどういう状況下
で行われるかを年始の場合で見てい
きます。まず将軍は御座之間で家族
と対面します。次に白書院で徳川
一門や有力な譜代大名と独礼しま
す。まず大名側から太刀を献上しま
す。これに対して将軍側から盃を下
賜し、続いて呉服を下賜します。こ
れらをどの位置で行うかが官位で決
まっていて、畳の場所や呉服台の置
き方（縦か横か）まで細かく指定され
ています。終了後将軍は大広間に移
り、諸大名と立礼をします。こちら
でも同様の儀式が行われます。
　なぜこのように細かいことをする
かというと、大名を統制するためで
す。特に国持大名と呼ばれるような
有力大名の場合、結束されると幕府
は危うくなるので、個別統治・分断
統治のために殿席と官位に基づく殿
中儀礼が大きな役割を果たしている
わけです。
大名の官位昇進
　明和２年（1765）に国持大名の伊
達家の当主、重村が家臣に宛てた手
紙には任官運動のことが書かれてい
ます。これは当時同格の島津家が先
に中将の官位を受けていたのに対抗
して行ったもので、幕府の有力者（老
中松平武元・御側御用取次田沼意
次）に対し、普通は嫌われる手伝い普
請（土木工事）を願い出るよう指示を
出しています。結局２年後に川々の
普請を行い、中将に昇進を果たしま
す。しかし費用が22万両も掛かった
といわれており、仙台藩の財政は悪
化することになります。このように
大名は官位の上がることを望み、同
格の家同士で競争を行ったことがわ
かります。

レポーターからひとこと
　江戸城の儀式には大名の序列付け
という意味が込められていることが
よくわかりました。昇進争いの心理は
現代にも通ずるものがあると思いま
す。
 参加者167人
【記録】文・写真：広報部会・菊池真一
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会員からの投稿
アサクサについて

桐　井　聡　男
　「浅草」という地名は、どのように
成立したのであろうか。
　「上野」「浅草」という東京を代表
する地名や地域はよくわからない。
浅草という地名の所見としては『吾
妻鏡』治承5年（1181）7月の条項に
現れている。源頼朝が鶴岡八幡宮の
造営に際してのものであり、治承5
年は彼が鎌倉に幕府を開いた建久3
年（1192）の11年前であり、時代区
分では平安時代の末である。従って
平安時代には地名として「浅草」は
あったはずである。
　『吾妻鏡』によると、八幡宮の造営
が進まず、その中で「可召進、武蔵
国浅草大工字郷司之旨」とある。職
方を集めていたのであろう。初見で
あるが、地元ではすでにアサクサと
名は知られていたのであろう。吉田
東伍

※
は、「元は村里の名であり、東は

大川に隣りし、浅草川の名がある」
という。確かに砂地が多く、大きな
草もなかったのであろう。例えば、歌
川国芳の浅草今戸の絵は砂地で草を
焼いている図である。里名はやがて
町に変わり成長していった。これは
北条氏虎の朱印によって町という呼
称があったとみてよいのであろう。
天正17年（1589）のことといわれて
いる。
　江戸時代になると、従来の浅草の
地域は急に広がってきた。『浅草寺
志』によると「南は浅草御門の外よ
り、北は山谷町に及び竜泉寺村を限
り、東は浅草川より西は下谷を限り
とする」と記している。これは文化
10年（1813）の記述である。年々人

口の増加に伴って神田台の開発、そ
して浅草橋が架設され或る程度の姿
が整ってきた。アサクサという名に
ついてはアイヌ語説もあるものの

「武蔵野の末にて、草も浅々しき故
に」という（『江戸往古図』説）に依る
ものを信じたい。
※注　
吉田東伍：歴史地理学者。越後生まれ。筆
名、落後生。独学で学者となり、早大教授。
編著「大日本地名辞書」「倒叙日本史」「世阿
弥十六部集」（1864-1918）「広辞苑」第五
版電子ブック版より

　

江戸東京たてもの園へ

野　坂　紘　子
　3月の終り、友の会入会から10年
も経つというのに行った事のなかっ
た「江戸東京たてもの園」へと出かけ
た。妙に寒かったり暑かったり定ま
らぬ日々だったがこの日は汗ばむ陽
気で小金井の桜は雲か霞かと言いた
くなる程で、親子連れの花見客でに
ぎわっていた。満開の桜、ああ、日
本人で良かったわと、同行の友人と
共に半日遊びほうけた。
　一軒、一軒、入れるところは入りこ
み座りこみ、ボランティアの方の案
内を聞き、由緒あり歴史ある家々と
知りあい、思いを馳せる。古い家々
にはそれぞれ、あたたかく抱きしめ
てくれるような良さがある。堅固に
守られてある感じで、今時の美しい
ビルディング群にはない何かがある。
これらの家々が生きて来た時間の質
的な違いなのだろうか。地面から生
えているようだ。もし一軒いただけ
るのなら、友は高橋是清邸、私は三井
八郎右衛門邸。高橋邸の広いガラス
障子、大崎の海が見渡せたそう。三
井邸、奥様のちょっと座る小座敷の
ついた居心地の良い寝室、どちらも
ステキ。実をいうとその他に子宝の
湯、仕立屋、丸二商店などもお気に
入りなのだ。まるで子供の頃遊びに
行った家々のようでなつかしい。
　小腹がすいたので「蔵」でおうどん
を食べる。ゆっくりと食べる。そし
て子供達が竹馬やベーゴマで遊んで
いる泥だらけ広場を通り大田楽を見

に、これも初見。狂言が好きで野村
萬さんの会にはよく行っていたのだ
が。待っていると少々アフリカンにも
聞こえるのりの良い音楽が聞こえて
若者や子供達がやってくる。ゾロゾ
ロとついて行ってにぎやかな田楽の
舞を見る。寿ぎ、祈り、豊作であるよ
うに、踊る、歌う、笑う。根源的なもの
であるとともに生命は綿々とつづき、
未来へとつながっていく。小さな行
列だが、そんな感慨に満たされる。
　4度目のリピーターの友はデ・ラ
ランデ邸へまた行くという。私も行
こうかな。

えど
友 サークル紹介
◤『江戸名所図会』輪読会◢
　当会は、平成22年1月に開催され
た友の会セミナー「『江戸名所図会』
の成立について」を聴講した人の中
から有志が集まり、同年6月に始ま
りました。
　『江戸名所図会』は『都名所図会』の
影響を受けた神田雉

き

子
じ

町
ちょう

名主斉藤
長

ちょう

秋
しゅう

が編
へん

纂
さん

を始め、孫の月
げっ

岑
しん

の時代
にようやく完成した江戸の地誌です。
豊富な挿絵と簡潔な説明文は現代人
にとっても、大変興味深いものです。
その魅力にとりつかれた人たちで、
全巻読破することを目指して始めま
した。それというのも、『江戸名所
図会』は、膨大過ぎて1人で読みこ
なすのは中々骨が折れます。皆で手
分けしながらだと読み切れるのでは
なかろうかというのが、輪読会を始
めたきっかけです。開始に当たり、
次のように運営方針を定めました。
　「①皆で連帯して読むため、全員が
必ず順に発表する。②1回当たりの
量は、挿絵を除き、原本（覆刻本）5～
6頁分とする。③毎月1回、第3木曜
日に開催する。④2年に1度は発表
できるよう、定員は24人までとする」
　取材当日は『巻之三』から、今も
渋谷に残る「氷川明神社」から「金
王麿産湯の水」へかけての一帯でし
た。「切絵図」や「現代地図」で位置
と場所を確認しながらの解説は大変
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　この74号から新編集長になりました中村貞子です。長
らく松原さんが編集長を務めてこられましたが、その後
釜を仰せつかりました。これまでの『えど友』を継承し
つつ、少しずつ変化させていければと思っています。記
事を書く広報部会員にとっては、取材を楽しみ、文章を
書くのが喜びであるように。そして会
員の皆様には読んで楽しく、役に立つ、
そして「私も何か書きたい、発表した
い」と思っていただけるようになれば
最高です。『えど友』に対するご意見、
ご要望、何でもお寄せ下さい。投稿は
大歓迎です。お待ちしています。

開館20周年記念品贈呈式
　1階ホールのロビーに江戸博開館20周年を記念して、
友の会が寄贈した置時計が設置されています。
　4月23日（火）の午後4時からこの置時計の前で贈呈
式が行われました。

　友の会の松原会
長から竹内館長に
目録が手渡され、
館長はじめ他の役
職の方々と一緒に
記念撮影をして無
事にセレモニーは
終了しました。▲松原会長から竹内館長へ目録贈呈

興味深く、配布された資料や説明は
小生にも新しい知識をたくさんもた
らしてくれました。
【取材】文・写真：広報部会・光田憲雄

サークルだより
えど友

◆「落語で江戸散歩」をなぞる会
4月25日（木）及び28日（日）えど友
第63号にて紹介された「落語で江戸
散歩㉒首提灯」をなぞって増上寺と
その周辺を巡った。両日合わせて参
加者89人。
5月26日（日）及び5月30日（木）

『えど友』第55号にて紹介された「落
語で江戸散歩⑭文七元結」をなぞっ
て浅草橋～吾妻橋～隅田公園と廻っ
た。両日合わせて参加者78人。
◆落語と講談を楽しむ会
4月16日（火）上方落語特集として
上方落語講座と DVD 鑑賞で落語三
席を聞いた。参加者14人。
5月22日（水）根岸周辺落語散策で、
ねぎし三平堂を見学。参加者19人。
◆藩史研究会
4月12日（金）市川勝さんによる「陸
奥八戸藩」の発表。以前仕事で何度

▲輪読会の様子

も行かれた場所で、プロジェクター
を使ったビジュアル効果のあるわか
りやすい発表だった。参加者は新会
員1人を含む19人。
5月10日（金）大渡真司さんによる

「秋田藩」についての発表。常陸55
万石から20万石に減封、秋田に移さ
れた佐竹家。その創立から470年に
わたって支配した常陸時代、秋田に
移ってからの歴代藩主の物語が語ら
れた。参加者19人。
◆江戸東京を巡る会
5 月 2 日（木）「歳時記シリーズ第 1
回」若葉青葉の谷中寺町を抜け、つ
つじ満開の根津神社と人気の谷中銀
座を歩いた。参加者52人。
◆日本の大道芸伝承会
4月2日（火）第1回会合参加者3人。
日本の大道芸の歴史概略と外国との
相違点の説明と実演。5月2日（木）
日本の大道芸演目を当時の資料を踏
まえて説明と実演。参加者4人。
◆江戸名所図会輪読会
4月4日（木）2月の輪読会で舩津恭
子さんが担当した世田谷区等々力地
域の現地散策を実施。九品仏から満
願寺、等々力渓谷などを巡った。参
加者16人。4月18日（木）石川文夫
さん担当で梅窓院～長谷寺。参加者
19人。5月16日（木）下永博道さん
担当で氷川明神社～金王麿産湯の水。
参加者17人。
◆古文書で「八丈実記」を読む会
4月11日（木）参加者9人。4月26日

（金）参加者7人。5月9日（木）・24
日（金）休会。

＊　　　＊　　　＊　　　＊
●各サークルとも引き続きメン

バーを募集しています。参加希望
の方は、はがきに①サークル名②
会員番号③氏名を記入の上友の会
事務局へお申し込みください。た
だし、輪読系の２サークルについ
ては定員に欠員が出たときに先着
順で参加いただく事になります。

友の会めも（開催日と人数）
平成25年4月～5月

◆平成25年江戸東京博物館&友の
会連絡協議会　4月23日（火）博物
館・竹内館長以下5人、友の会・松
原会長以下19人。
◆役員会4月9日（火）13人。5月14日

（火）17人。◆事業部会4月2日（火）
20人。5月7日（火）20人。◆総務部
会4月23日（火）18人。5月21日（火）
17人。◆広報部会4月16日（火）13
人。5月21日（火）13 人。◆町方書
上翻刻プロジェクト4月4日（木）A 7
人・B10人。4月18日（木）A8人・
B10人。5月2日（木）A・B休会。5月
16日（木）A7人・B9人。◆古文書講
座　入門編5月1日（水）午前89人・
午後89人。初級編5月22日（水）午
前63人・午後50人。中級編5月18
日（土）午前35人・午後30人。

新編集長から
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　駒込～白山へ本郷通り（日光御成
り道）に沿って訪ねます。
　日光御成り道・・将軍家康の霊廟
のある日光東照宮へ歴代将軍が先祖
供養、法要のため日光社参に使う街
道です。日光社参の供揃いは多い時
で十数万人もありました。幕府重臣
も留守居役以外お供するわけで、警
護の都合で将軍宿泊所を岩槻城と定
め、江戸城神田橋御門～岩槻城（宿）
～幸手まで、この街道を使い、幸手
から日光街道を利用しました。日光
社参17回のうち15回はこの街道を
使いました。

駒込神社～駒込天祖神社
� ～駒込名主屋敷

　さてＪＲ駒込駅に集合後、六義園
庭園を右手に見ながら本郷通りを南
へ散策を始めます。
　駒込神社・・天正元年（1573）本
郷村の名主により勧請され、寛永
６年（1629）駒込に移転しています。
図会には「駒込浅間社」とある通り、
富士塚を有し現在も富士山信仰の富
士講が神社を守っています。この地
は一説には古墳といわれており、塚
に上り右下を望むと前方後円墳に見
えます。また、この地には一富士、
二鷹、三茄子の縁起がすべてあるそ
うで、富士は富士塚、鷹は鷹匠屋敷、
茄子は神社裏辺りの野菜で、この近
辺は駒込の茄子、滝野川の人参、牛
蒡など野菜の名産地だったようです。

　駒込天祖神社・・文治５年（1189）
源頼朝が奥州藤原泰衡征伐の途中、
この地に立ち寄り、駒込神明宮を建
立したのが神社の起源といわれま
す。江戸時代までは神明神社と呼ば
れ、明治になってから天祖神社と改
名。祭神は天照大神で、神明造りの
社殿を持った駒込の鎮守であり、先
の駒込神社の総氏子でもあります。

「図会」中央には門構えの名主屋敷
が描かれており、立ち寄ってみます。
　駒込名主屋敷（東京都指定文化財
史跡）・・元和元年（1615）先祖高木
将監が大阪落城後江戸に亡命し、伝
通院領の駒込の開拓を許された名主
としては草分け的存在でもあります。
この名主役宅の玄関には式台があり、
村人の訴えや仲裁もここで行い「名
主様玄関の裁き」とも伝えられる格
式高い名主屋敷です。

吉祥寺～白山神社～円乗寺

　吉祥寺・・長禄２年（1458）太田
道灌が江戸城築城の際、井戸の中か
ら「吉祥」の金印が発見されたので、
和田倉門に創建されました。徳川家
康の入府に伴い、天正19年（1591）
に水道橋へ移転、明暦の大火後、当
地へ移転しました。江戸時代には曹
洞宗の僧侶の養成機関として「栴

せ ん

檀
だ ん

林
り ん

」（駒沢大学の前身）を持ち、一千
余名の学僧が学び、当時の幕府の昌
平坂学問所と並び称されていました。
両袖に潜戸を備えた山門には「栴檀

林」の額が掲げられ、経蔵と共に当
時を偲ぶことができます。歌舞伎関
係者による八百屋お七の比翼塚も建
立されています。

　白山神社・・社伝によれば、天暦
年間（947～57）に現本郷1丁目に創
開されたといわれています。元和
年間（1615～24）二代将軍秀忠の時、
現在の小石川植物園内に移されまし
た。しかし、五代将軍綱吉の白山御
殿を造営のため、明暦元年（1655）
現在地に再び移築されました。この
縁で、綱吉の生母桂昌院の厚い信仰
を受け、小石川の鎮守として栄え
ました。参道の大鳥居は延亨３年

（1746）江戸城もみじ山東照宮に奉
献され、明治22年（1889）ここに移
築されたものです。
　円乗寺・・語り継がれる八百屋お
七の菩提寺で、円乗寺住職、町の有
志、初代岩井半四郎により建てられ
た3基の墓石に当時の想いを偲べま
す。
　この地域の寺院には著名人の墓所
も多くありますが、寺院によっては
公開方法が異なりますので今回は紹
介を避けました。
　夏日の気温、日差しの中 163 人
の方と散策を楽しみました。

【記録】文：広報部会・田端道宏
写真：同・内匠屋京子　

江戸東京博物館友の会　見学会　（平成 25 年 5 月 12 日）

「『江戸名所図会』を中心に江戸の
面影を訪ね歩く　その 2 駒込～白山」

▲白山神社参道

▲駒込天祖神社

▲駒込名主屋敷
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　今年は桜の開花が早く、すでに
散り始めた３月31日（日）薄曇りの
中、「名所江戸百景見学会」が行わ
れました。ＪＲ四谷駅麹町口に集合。
15班に分かれて外堀通りを南へと
歩き始めました。

■江戸城外濠から弁慶堀へ

　かつて、四谷辺りは「よつやの
原」と呼ばれる 薄

すすき

の原でした。寛
永16年（1639）外

そ と

濠
ご う

の内側に「四ツ
谷門」が造られ「見附番所」」も置
かれていましたが、今は石垣の一部
を残すのみ。南西に茂る広大な森は

「紀伊殿上屋敷跡」で、明治時代に
「赤坂離宮」となりました。迎賓館
の正門の華麗さに見とれつつ「外堀
通り」を下ると「紀伊国坂」。右手
の「東門」は中屋敷の一部を移設し
た門で、紀伊殿の武家門の風格が残
されています。
　更に下って右側一帯が「紀州家の
中屋敷跡」で赤坂御用地となってい
ます。昔は 茜

あかね

が茂る台地を「赤根
山」、そこへ登る坂が「赤坂」と称
され、後に「紀之国坂・紀伊国坂」
となりました。やがて広重の絵「紀
の国赤坂溜池遠景」の溜池、つま
り外濠の「赤坂弁慶堀」です。沿道
を歩くと絵の中の大名行列が浮き出
てきそうです。

■溜池桐畑から山王台へ

　「赤坂門」から虎の門の間は、細

長い「ひょうたん型の溜池」でした
が、今ではその下を地下鉄銀座線が
走っています。「赤坂桐畑雨中夕け
い」の絵は二代目広重の作で、南
から赤坂門方面を描いたもの。池畔
の水田は後に埋め立てられて「赤坂
田町」となり、その南辺の「桐

き り

畑
ばたけ

」
が描かれていますが、今はビルが林
立しています。
　高台にある「日枝山王権現社」は
太田道灌が江戸城梅林坂付近に「川
越無量寺の日吉社」を勧請したのに
始まり、家康が江戸入府のとき城内
の紅葉山に移し、慶長９年（1604）
からは秀忠が「麹町隼

は や

人
と

町」に移設。
明暦の大火の翌年万治元年（1658）
には家綱が赤坂松平忠房の邸地だっ
た現在地に移設したという経緯があ
ります。その山王台下の池端に二本
の桐を描いている絵が「赤坂桐畑」
です。この絵以前の桐畑は食

しょく

傷
しょう

町
ま ち

と呼ばれ「岡場所」の置かれた時期
もあったそうです。

■霞が関から江戸城内濠へ

　溜池跡から国会議事堂を左手に望
み、外務省北角を右折すると「霞が
関坂」です。「霞が関」の由来は奥
州街道の関門があったとか、雲霞の
ごとく景色が良かったからなど諸説。

「霞かせき」の絵のように、ここか
ら江戸湾が見えていたとは今では幻
です。「桜田通り」では法務省の煉
瓦建築（明治28年・1895）が明治時

代を偲ばせます。
　寛永13年（1636）に改築の「桜田
門」は、城内現存の「桝形門」と
しては最大級。万延元年（1860）水
戸・薩摩浪士達が登城途中の井伊直

な お

弼
す け

を殺害した場所はこの桜田門外の
現警視庁前でした。「外桜田弁慶堀
糀町」の絵は、「桜田濠」（元弁慶堀）
東端から彦根藩井伊家上屋敷と麹町
を望んでいます。畦道に何千本もの
桜が植えられていたので「桜田」と
いい、桜田濠沿道には清水が湧いて
いた「桜の井戸跡」、お堀斜面には

「柳の井戸跡」がありました。

　「糀町一丁目山王祭練り込」の絵
は、遠く「半蔵門」に差しかかかる

「猿の山
だ

車
し

」と、近景に「鳥の山車」
が大きく描かれ、天下祭りの臨場感
が伝わってきます。行列は日枝神社
から城内に練り込み、将軍の拝謁を
受けて再び江戸市中へと繰り出しま
した。
　「糀町」も麹屋三四郎が住んでい
たからとか、「小

こ う

路
じ

」・「国
こ く

府
ふ

路
じ

」に
由来するなど多説あり、色々謎を残
しています。今回の見学会は東京メ
トロ半蔵門駅前で解散となりまし
た。参加者は 139 人。なお、友の
会ホームページに掲載の地図と写真
レポートもご覧下さい。

【記録】文：広報部会・国定美津子
写真：同・内匠屋京子　　

江戸東京博物館友の会　見学会　（平成25年3月31日）

「広重『名所江戸百景』周辺探訪ーその８ 
（赤坂・霞が関周辺）－」

▲紀伊国坂からの溜池

▲日枝神社社殿

▲柳の井戸跡
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　神田雉
き

子
じ

町
ちょう

の名主である斎藤家
11代目の月

げ っ

岑
し ん

は祖父、父と受け継が
れてきた『江戸名所図会』の編

へ ん

纂
さ ん

事
業の総仕上げをした人です。10代目
縣

あがた

麻
ま

呂
ろ

のときは、すでに板木に彫っ
た部分もあれば原稿しか完成してい
ない部分があるといったように、全
体の進行状況に差がありま
した。それを月岑が整理し
て天保５年（1834）に10冊、
同７年に10冊を刊行して
事業の完了にこぎ着けまし
た。寛政５年（1793）の出板
許可から実に40余年を要
しています。
　さて、増上寺の続きは近
くの飯倉神明宮、現在「芝
大神宮」と呼ばれている所
から始まります。
飯倉神明宮（芝大神宮）から�
日比谷稲荷祠（日比谷神社）
　飯倉神明宮は、元は飯倉という地
にあったための呼び名です。「飯倉
と云は往古此地に伊勢太神宮御

み

厨
くりや

ありし故に地名を飯倉と唱え、又伊
勢の御神を齋

ま つ

りしなるべし」とあり、
その旧地は増上寺境内にあった飯倉
天満宮の辺りといわれています。
　一條帝の寛弘２年（1005）に創建
され、建久４年（1193）に源頼朝が神
殿に宝剣を納め、美田1300余貫を
寄付して、繁昌したとあります。そ
の後、伊勢新九郎に神領を奪われ荒
廃しますが、寛永11年（1634）には
神殿を修造し、徳川の庇護のもと大
いに賑わいました。祭礼は９月16日
で、11日から21日まで「群集参詣
す」とあります。多くの商いがなさ
れましたが、なかでも生

しょう

姜
が

が有名で

生姜市とも呼ばれました。今では祭
りの期間が長いことから「だらだら
祭り」と呼ばれているようです。
　神明宮から第一京浜を新橋方向に
直進すると高架の手前に赤い鳥居が
見えてきます。日比谷神社です。日
比谷稲荷と呼ばれていた図会の頃は、
現在よりも少し新橋駅よりの高架下、
日陰町といわれた場所にありました。
その後も何度か遷座し、現在ある神
社は平成21年に建てられたまだピ
カピカの建物です。ここで面白いも
のを見つけました。「日鯖講」という
石碑です。
　ＨＰによると昔は鯖稲荷とも呼ば
れ、その由来は旅人に社務所を開放
して無病息災を祈らせたところ霊験
あらたかだったため旅

さ

泊
ば

稲荷と崇
あ が

め
られ、それがいつしか魚の鯖となっ
たということです。

烏森稲荷社（烏森神社）から
� 摩尼珠山真福寺
　ＪＲ新橋駅前、ニュー新橋ビルの
南側の通りは図会の頃には稲荷小路
と呼ばれ、今と同じ場所に烏森稲荷
社がありました。右に入る細い参道
の脇は一杯飲み屋のような店が並ん
でいて、ちょっとびっくり。ビルの谷
間の狭い敷地に近代建築の社屋が鎮
座し、階段下のわずかな敷地に力石
や木遣り塚などがありました。建物
はあまり感心しませんが、狛犬は強

こ わ

面
も て

でなかなかの面構えです。HP で
は天慶年間（938～947）、藤原秀郷
が平将門を鎮めた時に勧請したとい
う説を神社の創始としていますが、
図会では「年暦来由共に詳

つまび

らかなら
ず」で、この説を「信としがたし」

名
所
図
会
を
歩
く
…
⑧

［飯倉神明宮から愛宕山権現社］
としています。
　さて、稲荷小路を愛宕方面に行
き、愛宕通りとの交差点に近くなる
と北西の角に黒っぽい二階建ての日
本家屋が見えてきます。これがかの
有名な大坂屋砂場でした。大正11年

（1922）建築のどっしりとした風情
は、辺り一帯現代的なビル群の中で
ひときわ異彩を放っています。後ろ
髪引かれながら左折し、摩

ま

尼
に

珠
じ ゅ

山
さ ん

真
福寺に向かいます。
　愛宕神社の手前にあるこのお寺は
完全な現代建築。階段を上ると本殿
の扉は閉まっていました。押しても引
いても開きません。ガラス戸越しにの
ぞき込むと本尊とおぼしき仏様が見
えました。瑠璃光薬師とあります。こ
こは愛宕のお薬師さんと呼ばれてい
るようです。「新義の真言宗にして江
戸四箇寺の一員、智

ち

積
しゃく

院
いん

の触
ふれ

頭
がしら

なり」 
とありますが、参拝者を拒
むお寺はどうなんでしょう。
愛宕山権現社（愛宕神社）
　真福寺の少し先に愛宕神
社参道という看板を見つけ
たのでそこから登ってみま
した。ＮＨＫ放送会館に通
じる車道のようですが、途
中に脇道があったのでそち
らを行くと、案の定、愛宕 
神社女坂の上に出ました。
愛宕山権現社は慶長８年

（1603）家康の命により防
火の神様として祀

ま つ

られまし
た。「縁日と称して参詣多く、とりわ
け六月二十四日は千日参りと号

な づ

けて
貴賎の群

ぐ ん

参
さ ん

稲
と う

麻
ま

の如し」とある千日
参りは、ほおづき縁日と呼ばれまし
た。今浅草で有名なほおづき市の発
祥の地はここだったのです。
　愛宕山は標高26ｍ、23区内で自
然の地形では一番高い山です。ここ
から見下ろすと、甍

いらか

を連ねる家々
の先には東京湾から房総半島までも
見渡せる絶景の地であったことが図
会には描かれています。今ではそれ
を望むべくもありませんが、静かな
境内の明るい日の光の中で頭上を見
上げると、さわさわと吹き渡る風に
木々の新緑が揺れていました。
【取材】歩いた人（文・写真とも）：

　広報部会・中村貞子

江戸

愛宕山権現社

▲長谷川雪旦　　飯倉神明宮祭礼
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９月から第２期を開講
　９月から下記日程で開講します。受講は自動継続ではあ
りません。改めてお申し込みください。また申込葉書は１
講座ごととして、申込の受付は７月末までです。
なお、従来中級編担当講師の長坂良宏さんが退任され、後
任に現在初級編担当の吉成香澄さん、初級編の講師は新た
に安藤奈々さんが担当されます。
◆入門編
• 講師：田中潤さん（学習院大学文学部史学科助教）
• 開催日：９/４（水）、10/９（水）、11/６（水）
　 11/６（水）だけ、学習室１・２となります
◆初級編
• 講師：安藤奈々さん（学習院大学大学院史学専攻） 
• 開催日：９/18（水）、10/16（水）、11/27（水）
◆中級編
• 講師：吉成香澄さん（学習院大学大学院史学専攻）
• 開催日：９/14（土）、10/12（土）、11/16（土）

• 時間：午前の講座は10:30～12:30
　　　　 午後の講座は14:00～16:00
　　　　（注意）午前の講座か、午後の講座かの希望を明記
• 会場：各講座とも江戸博1階会議室（上記11/6を除く）
• 定員：各講座とも80人（会員のみ）
• 参加費：各講座とも全３回1,500円（初回一括払い）
◆25年度第１期の残日程
　入門編７/３水）、初級編７/17（水）、中級編７/20（土）

【企画担当責任者］　宮　俊　(事業部会）

第 131 回「将軍の装束について」
講師　田中　潤さん（学習院大学文学部史学科助教） 
◆ 装束は、身分制社会においては、着ている人の身分や立

場を視覚的に表現させる手段として重視されてきまし

●江戸東京博物館 開館 20 周年記念特別展
　「花開く　江戸の園芸」
◆ イギリスの植物学者ロバート・フォーチュンは、かつて

遅れた封建社会と信じられてきた江戸時代の日本に、洗
練された園芸文化が庶民階層にまで広く浸透していた事
実を伝えています。担当の都市歴史研究室・市川寛明学
芸員に「見どころ解説」をお願いしていますので、ご期
待ください。（尚、当日の会場は一般のお客様もいらっ
しゃいますのでご注意願います）

• 開催日：８月17日（土）17時～19時
• 申込締切：８月９日（金）必着
• 会場：江戸東京博物館・１階ホール／1階展示室
• 定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
• 参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】下永博道（事業部会）

　 た。江戸時代、幕府権力の核である将軍が儀礼で着用し
た衣服は、幕府の服飾制度を考える上でまず注目される
べき問題です。今回は儀服の見本裂や実際の残存装束な
どの紹介に重点を置きながら、お話していただきます。

◆講師略歴：たなか・じゅん
　 1978年埼玉県生まれ。近年は、江戸幕府御用絵師、有

栖川流書道、有職故実研究など、文献史料と絵画・陶磁
器・染織装束などのモノ資料の双方を視野に入れた研究
を進めている。現在友の会古文書講座の講師として入門
編を担当。

• 開催日時：７月27日（土）14時～15時30分
• 申込締切：７月17日（水）必着
• 会場：江戸東京博物館・１階ホール
• 定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
• 参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】宮　俊（事業部会）

第132回「 忘れられた黒船クライシス（危機） 
－文久3年（1863）生麦償金事件－」

講師　高尾善希さん（立正大学非常勤講師）･
◆ 文久3年（1863）、イギリス軍艦が幕府に賠償金を求め

た際の騒動についてお話をしていただきます。この騒動
では、ペリー来航の時とは異なり、幕府も戦争を準備し、
多くの江戸っ子が郊外へ疎開をしました。この様子を風
刺した多数の錦絵や番付が作られています（錦絵は特に

「周章絵」［あわてえ］と呼ばれています）。ペリー来航に
劣らぬこの騒動を、多様な史料を付き合わせながら解明
していただきます。

◆講師略歴：たかお・よしき
　 千葉県千葉市生まれ。江戸東京博物館竹内誠館長につい

て江戸時代史を学ぶ。博士（文学）。
• 開催日時：８月17日（土）14時～15時30分
• 申込締切：８月９日（金）必着
• 会場：江戸東京博物館・１階ホール
• 定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
• 参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】下永博道（事業部会）

第 133 回「武家の呼称」
講師　近松鴻二さん（江戸東京博物館客員研究員）･
◆ 武士は苗字のほかに本姓、本名（諱＝いみな）のほか通称
（仮名＝けみょう）があり、さらに成長により変えられる
呼称もありました。我々の「常識」が完全に覆されるよ
うな武家の呼称を具体的な例を示しながら、検証します。

◆講師略歴：ちかまつ・こうじ
　 国士舘大学等非常勤講師、学習院大学史料館・江戸東京

博物館客員研究員
• 開催日時：９月７日（土）14時～15時30分
• 申込締切：８月30日（金）必着
• 会場：江戸東京博物館・１階ホール
• 定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
• 参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】下永博道（事業部会）
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会員優待のお知らせ会員優待のお知らせ

好評開催中！

第５回「えど友研究発表会」
◆今年も、会員の皆さんによる研究発表会を開催します。
　発表者と演題は次のとおりです。
• 佐藤幸彦さん［享保諸国鍛冶御改めより２、３の話題］
• 若松謙二さん［私が見た聞いた吉原遊郭］
• 開催日：８月６日（火）12：30～15：40
• 申込締切：７月25日（木）必着
• 会場：江戸東京博物館・１階ホール
• 定員：150人　同伴者可（はがきに氏名連記）
• 参加費：会員・同伴者とも無料

【企画担当責任者】五十島･正修（事業部会）

第３回（平成 25 年度 第１回）
品川区立 品川歴史館を訪ねる
◆ 竪穴式住居・大森貝塚など縄文時代から、東海道宿場町

品川・多くの大名下屋敷があった江戸時代、そして現代
に至るまで、とても充実した展示が見られる歴史館です。

• 開催日：８月27日（火）13時10分受付開始　13時30分
までに入館して下さい。

•開催場所：品川歴史館2階講堂（1時間30分程の学習会）
　 ○ 学習会の主な内容　館の紹介・秋の特別展紹介
　 ○ 学習会終了後館内見学、見学後は流れ解散となります。
• 交通アクセス：JR 京浜東北線「大井町」駅下車（中央

口西方面へ）東急バス停①（池上駅か蒲田駅行き）
　「 鹿島神社前」下車 徒歩１分
• 申込締切：８月15日（木）必着
• 定員：70人　（会員のみ）
＊定員を超えた場合は抽選、ご希望に添えないこともあります。
• 参加費：500円

【企画担当責任者】清水昌紘（事業部会）

●江戸東京博物館 開館20周年記念特別展
　「 ファインバーグ・コレクション展

江戸絵画の奇跡」
会　期　５月21日（火）～７月15日（月・祝）
休館日：毎週月曜日　ただし7月15日（月）は開館
会　員：一般650円、65歳以上320円、大・専門生520円
同伴者：一般1,040円、65歳以上520円、大・専門生830円
　　　　＊高校生、中学生、小学生は65歳以上と同じ。

次回予告

●江戸東京博物館 開館20周年記念特別展
　「花開く　江戸の園芸」
会　期　７月30日（火）～９月１日（日）
休館日：毎週月曜日　ただし８月12日（月）は開館
会　員：一般400円、65歳以上200円、大・専門生320円
同伴者：一般640円、65歳以上320円、大・専門生510円
　　　　＊高校生、中学生、小学生は65歳以上と同じ。
●（注）両展とも割引を受けられる同伴者は1人だけです。

企画展のご案内

●企画展
　「発掘された日本列島2013」
会　期　６月８日（土）～７月25日（木）
休館日：毎週月曜日　ただし７月15日（月・祝）は開館、

７月16日（火）は休館
会　場　常設展示室５階　第２企画展示室

●次回企画展
　「市民からのおくりもの2013」
会　期　８月３日（土）～９月１日（日）
休館日：毎週月曜日　　ただし８月12日（月）は開館
会　場　常設展示室５階　第２企画展示室

お申込方法
＊「えどはくカルチャー」など江戸博への申込と違い、普通はが

きで宛先も「友の会事務局」と明記ください。お間違いなく !

◆･普通はがきに、①催事名（略名可）・開催日、②会員番号、
③氏名（同伴者連記）を明記して下記の「友の会事務局」へ。
　「往復はがき」の必要はありません。
◆締切：各催事の案内をご覧ください。
◆申込は、各催事ごとに会員１人１通。
◆友の会へのご意見・ご要望があればご記入ください。

◆申込先：〒 130-0015　東京都墨田区横網 1-4-1
　　　　　江戸東京博物館友の会事務局
＊お申込いただきますと、「受講票」をお送りします。当日ご持

参のうえ、受付でご登録ください。
　なお「受講票」は逐次お送りするのではなく、申込締切数日後

一斉にお送りしますので、それまでお待ちください。
＊いずれも申込多数の場合は抽選となることがあります。
＊「受講票」未着のお問合せや参加予定変更の連絡などは事務局

員出勤の火曜日か金曜日（10 時～12 時、13 時～17 時）にお
願いいたします。

＊「受講票」がないと受講できません。必ず事前に申込をしてか
らご参加ください。

会期残りわずか、
お見逃しなく !
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【企画担当責任者】五十島･正修（事業部会）

第３回（平成 25 年度 第１回）


